
表紙に掲載する写真の公募を行っています。詳しくは西海市ウェブサイトを
ご覧いただくか、議会事務局までお問合せください。

本誌に写真を掲載しませんか？

令和４年第１回市議会定例会
常任委員会審査報告
一般質問
決議書
常任委員会調査報告
令和４年第１回市議会臨時会
市民の声
読者の声
議会広報広聴委員会風景
市議会クイズ、編集後記

・・ P２～P３
・・・・・・・・・・・・ P４～P５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P６～P12
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P12

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P13
・・・・・・・・・・ P14

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P15
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P16

・・・・・・・・・・・・・・ P17
・・・・・・・・・・・・・・・・・ P18

おもな内容

だより
65No.

西海市

2022年5月6日発行

「のびのび健やかに」（田島：西彼町）
撮影：片山　智弘 議員［西彼町］

やまかた ひろとも
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令和４年第１回市議会定例会
会期：令和４年２月25日～３月18日（22日間）

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、
議
案
32
件

（
報
告
２
件
、
同
意
１
件
、
諮
問
１
件

含
む
）
、
発
議
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
議
案
の
う
ち
各
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
28
議
案
（
条
例
案
・
補
正
予
算

案
・
そ
の
他
議
案
）
は
各
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
、
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

各
常
任
委
員
会
の
付
託
内
訳

総
務
文
教
常
任
委
員
会･･･
15
件

産
業
建
設
常
任
委
員
会･･･
４
件

厚
生
常
任
委
員
会･･･

７
件

予
算
決
算
常
任
委
員
会･･･

２
件

議
員
発
議
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
「
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対
し

厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
の
一
致
し
た
行
動
を
強
く
求
め
る
決

議
」
は
原
案
の
と
お
り
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
は
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
か
ら
「
市
内
に
あ
る
３
件

の
国
指
定
文
化
財
等
（
国
指
定
史
跡
ホ

ゲ
ッ
ト
石
鍋
製
作
遺
跡
、
国
指
定
重
要

文
化
財
西
海
橋
及
び
国
指
定
天
然
記
念

物
七
釜
鍾
乳
洞
）
に
係
る
対
象
史
跡
や

建
造
物
、
景
観
等
の
保
護
に
関
す
る
現

状
と
課
題
並
び
に
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
に
関
す
る
連
携
そ
の
他
今
後
の
展

望
等
に
つ
い
て
」
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
か
ら
「
大
村
湾
に
お
け
る
カ
キ
の

生
育
不
良
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
」
、
「
農
業
基
盤
整
備
を
契
機

と
し
て
生
産
拡
大
及
び
人
口
増
加
を
達

成
し
た
先
進
事
例
に
つ
い
て
」
、
厚
生

常
任
委
員
会
か
ら
「
西
海
市
に
お
け
る

医
療
と
介
護
の
連
携
の
取
組
み
に
つ
い

て
」
の
申
出
が
あ
り
、
決
定
さ
れ
ま
し

た
。令

和
４
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
企
業
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
下

記
の
と
お
り
で
す
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
一
般
会
計
で

は
、
地
域
脱
炭
素
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
事
業
、
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
力

強
化
対
策
事
業
、
ふ
る
さ
と
西
海
応
援

寄
附
金
事
業
、
大
崎
小
学
校
施
設
等
整

備
事
業
、
西
海
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
体

育
館
改
修
事
業
、
特
別
会
計
で
は
、
工

業
団
地
整
備
特
別
会
計
で
大
島
地
区

工
業
団
地
整
備
事
業
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
で
は
、
事
業
勘
定
で
国
民
健

康
保
険
事
業
、
企
業
会
計
で
は
、
水
道

事
業
会
計
で
水
道
施
設
の
維
持
管
理

費
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

令
和
４
年
度
予
算
案
を
可
決

《令和４年度　当初予算会計別内訳》 （単位：千円）

会計の別

特
別
会
計

企
業
会
計

令和４年度当初予算
①

一般会計
特別会計合計

21,710,291

8,385,470

3,830,418

199,617

407,836

122,572

3,585,890

18,754

220,383

30,095,761

1,010,738

1,015,852

124,596

13,203

1,182,539

1,101,921

4,448,849

34,544,610

19,508,248

8,724,780

3,894,994

198,710

387,976

120,494

3,611,248

19,131

492,227

28,233,028

1,006,385

975,964

129,221

33,282

1,296,826

1,275,518

4,717,196

32,950,224

2,202,043

△339,310

△64,576

907

19,860

2,078

△25,358

△377

△271,844

1,862,733

4,353

39,888

△4,625

△20,079

△114,287

△173,597

△268,347

1,594,386

11.3%

△3.9%

△1.7%

0.5%

5.1%

1.7%

△0.7%

△2.0%

△55.2%

6.6%

0.4%

4.1%

△3.6%

△60.3%

△8.8%

△13.6%

△5.7%

0.9%

A　特別会計合計

B　企業会計合計
総　　額　（A＋B）

令和３年度当初予算
②

増減額・伸び率　令和４年/令和３年
③（①－②） ③/②

国保（事業勘定）特別会計 

国保（直診勘定）特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

交通船特別会計 

介護保険（保険事業勘定）特別会計 

介護保険（サービス事業勘定）特別会計 

工業団地整備事業特別会計 

水　　　道

工業用水道

下　水　道

収益的支出

資本的支出

収益的支出

資本的支出

収益的支出

資本的支出
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令和４年第１回市議会定例会で審議した案件及び結果

議案等番号 件　　　　名 付託委員会等 議決の結果

令和３年度西海市一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認について

令和３年度西海市一般会計補正予算（第10号）の専決処分の承認について

西海市教育委員会委員の任命同意

人権擁護委員の候補者の推薦について

西海市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例の制定について

西海市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

西海市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

西海市営駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

財産の処分について

西海市消防団条例の一部を改正する条例の制定について

西海市過疎地域自立促進基金条例の一部を改正する条例の制定について

西海市工場立地法に基づく準則を定める条例の制定について

西海市史跡ホゲット石鍋製作遺跡保存活用計画策定委員会設置条例の制定について

西海市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

西海市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について

ふるさと西海応援寄附金条例の一部を改正する条例の制定について

令和３年度西海市一般会計補正予算（第11号）

令和３年度西海市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和３年度西海市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和３年度西海市工業団地整備事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度西海市交通船特別会計補正予算（第２号）

令和３年度西海市介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和４年度西海市一般会計予算

令和４年度西海市国民健康保険特別会計予算

令和４年度西海市後期高齢者医療特別会計予算

令和４年度西海市工業団地整備事業特別会計予算

令和４年度西海市交通船特別会計予算

令和４年度西海市介護保険特別会計予算

令和４年度西海市水道事業会計予算

令和４年度西海市工業用水道事業会計予算

令和４年度西海市下水道事業会計予算

西海市交通船の事故に係る損害賠償の額を定め、和解することについて

ロシアによるウクライナ侵略に対し厳重に抗議するとともに、国際社会の
一致した行動を強く求める決議

報告第３号

報告第４号

同意第１号

諮問第１号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

発議第１号

本会議

本会議

本会議

本会議

総務文教

総務文教

総務文教

総務文教

総務文教

総務文教

総務文教

総務文教

総務文教

総務文教

厚生

産業建設

予算決算

厚生

厚生

総務文教

総務文教

厚生

予算決算

厚生

厚生

総務文教

総務文教

厚生

産業建設

産業建設

産業建設

総務文教

本会議

承認

承認

同意

支障なし

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
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リ
ー
ス
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　
電
気
自
動
車
の
導
入
に
よ
る

C
O
2

削
減
が
見
込
め
る
ほ
か
、将
来
的
に

は
、電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
に
つ
な
げ

る
た
め
、市
民
や
市
外
か
ら
の
観
光
客
に

レ
ン
タ
カ
ー
と
し
て
電
気
自
動
車
を
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　　
こ
の
議
案
は
、消
防
庁
か
ら
消
防
団
員

の
処
遇
の
改
善
に
向
け
、団
員
報
酬
等
の

基
準
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、消
防
団

員
の
報
酬
及
び
災
害
出
動
支
給
額
の
増
額

等
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
審
査
内
容

　
こ
の
議
案
は
、市
の
施
策
に
合
わ
せ
た

活
用
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
事
業
」を
ふ
る
さ
と
西
海
応
援
寄

附
金
の
使
途
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
使
途

に
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
」を
追
加
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、市
役
所
内
部
で
ど
の
よ

う
な
過
程
を
経
て
決
定
し
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

条
例
の
所
管
は
商
工
観
光
物
産

課
だ
が
、集
ま
っ
た
寄
附
金
を
ど
の
事
業

に
充
て
る
か
は
財
務
課
が
担
当
し
て
い

る
。市
長
、副
市
長
、職
員
が
市
全
体
の
予

算
を
編
成
す
る
中
で
協
議
を
し
な
が
ら
、

ど
の
事
業
に
充
て
て
い
く
か
を
決
定
す

る
。

　「
令
和
４
年
度
西
海
市
水
道
会
計
予
算
」

で
水
道
施
設
の
維
持
管
理
を
目
的
と
し
た

収
益
的
収
支
で
は
、収
益
的
収
入
総
額
を

８
億
８
８
３
５
万
１
０
０
０
円
、収
益
的

支
出
総
額
を
10
億
１
０
７
３
万
８
０
０
０

円
と
し
、水
道
施
設
の
建
設
改
良
を
目
的

と
し
た
資
本
的
収
支
で
は
、資
本
的
収
入

総
額
を
６
億
６
９
１
１
万
円
、資
本
的
支

出
総
額
を
10
億
１
５
８
５
万
２
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。　　
　
　

　
　
　
　

水
道
施
設
設
備
事
業
及
び
送
配

水
菅
布
設
替
の
進
捗
状
況
と
来
年
度
の
予

定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
令
和
３
年
度
は
、大
瀬
戸
町

緑
ヶ
丘
地
区
の
配
水
池
更
新
工
事
や
非
常

用
発
電
機
と
の
切
替
回
路
整
備
工
事
を
実

施
し
、ま
た
、西
海
町
、大
島
町
、大
瀬
戸
町

で
配
水
管
布
設
替
工
事
を
行
っ
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、七
釜
配
水
池
の
更
新

工
事
と
、西
海
町
の
東
部
及
び
中
部
地
区

浄
水
場
の
統
合
に
係
る
設
計
委
託
を
予
定

し
て
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

審
査
件
数

　
条
例
案
　
９
件

　
補
正
予
算
案
２
件

　
当
初
予
算
案
２
件

　
そ
の
他
の
議
案
２
件 

審
査
件
数

　
条
例
案
　
　
　
１
件

　
当
初
予
算
案
　
３
件

議
案
第
６
号
　
西
海
市
営
駐
車
場
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
８
号
　
西
海
市
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て原

案
可
決

議
案
第
７
号
　
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
27
号
　
令
和
４
年
度
西
海
市
水
道

事
業
会
計
予
算

原
案
可
決

議
案
第
14
号
　
ふ
る
さ
と
西
海
応
援
寄
附

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

産
業
建
設
常
任
委
員
会

主
な
審
査
内
容

　
こ
の
議
案
は
、大
島
町
内
浦
地
区
に
新

た
に
整
備
し
た
駐
車
場
を
市
営
駐
車
場
に

加
え
、別
条
例
に
て
管
理
し
て
い
た
肥
前

大
島
港
駐
車
場
を
本
条
例
に
統
合
し
、使

用
料
を
近
隣
の
市
営
駐
車
場
と
同
額
の
月

額
３
３
０
０
円
に
統
一
す
る
た
め
、所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
議
案
は
、公
用
車
の
リ
ー
ス
の
用

に
供
す
る
た
め
、公
用
車
を
民
間
事
業
者

へ
有
償
譲
渡
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、こ
の
公
用
車
の
リ
ー
ス
化
は
、西

海
市
が
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

台
数
削
減
や
電
気
自
動
車
へ
の
切
り
替
え

を
行
う
も
の
で
、車
両
管
理
は
地
域
商
社

が
行
い
、優
先
的
に
地
元
整
備
工
場
を
活

用
す
る
こ
と
で
地
場
産
業
の
育
成
を
図
る

も
の
で
す
。
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市
所
有
の
車（
公
用
車
）を
リ
ー
ス

会
社
所
有
の
車（
リ
ー
ス
車
）に
変
え

る
も
の
。こ
れ
に
よ
り
市
で
の
車
検

や
オ
イ
ル
交
換
等
の
車
両
整
備
に
係

る
事
務
手
続
き
が
不
要
と
な
り
、職

員
に
よ
る
車
両
管
理
業
務
の
削
減
が

図
ら
れ
ま
す
。

【
公
用
車
の
リ
ー
ス
化
と
は
】

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁
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こ
の
議
案
は
、事
業
勘
定
に
お
い
て
、既

存
の
予
算
か
ら
９
５
３
万
円
を
減
額
す
る

も
の
で
、主
な
内
容
は
、保
険
基
盤
安
定
繰

入
金
、財
政
安
定
化
支
援
事
業
繰
入
金
等

の
決
定
に
よ
る
も
の
で
、財
源
は
財
政
調

整
基
金
積
立
金
の
減
額
に
て
調
整
さ
れ
ま

す
。

　
直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
、既
存
の
予

算
か
ら
１
８
６
６
万
６
０
０
０
円
を
減
額

す
る
も
の
で
、主
な
内
容
は
、江
島
診
療
所

の
医
師
の
令
和
４
年
２
月
末
ま
で
の
不
在

に
伴
う
人
件
費
の
減
額
で
、財
源
に
つ
い

て
は
一
般
会
計
繰
入
金
に
よ
り
調
整
さ
れ

ま
す
。

主
な
審
査
内
容

　
　
　
　
路
線
バ
ス
補
助
金
２
５
９
９

万
３
０
０
０
円
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
市
内
の
バ
ス
路
線
の
う
ち
、９

路
線
の
運
行
経
費
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
禍

や
人
口
減
少
等
の
影
響
に
よ
る
赤
字
分
を

補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
歳
入
】

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
地
方
税
収
補
填
特
別
交
付
金
に

つ
い
て
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
本
交
付
金
は
、中
小
企
業
者
等

の
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税
に
限
り
減

額
を
す
る
措
置
制
度
で
あ
る
。令
和
２
年

２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
で
、各
事
業
者

に
お
い
て
３
か
月
間
の
収
入
が
前
年
度
と

比
較
し
て
、一
定
以
上
減
少
す
る
場
合
、そ

の
固
定
資
産
税
に
か
か
る
定
額
を
２
分
の

１
か
ら
全
額
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
】

　
　
　
　

西
海
ふ
る
さ
と
便
事
業
助
成

金
４
９
５
０
万
円
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
こ
の
事
業
は
、市
内
の
消
費
拡

大
と
中
小
事
業
者
や
生
産
者
を
支
援
す

る
た
め
、送
料
を
負
担
す
る
も
の
で
、令

和
２
年
度
は
３
万
３
５
３
２
件
、令
和
３

年
度
は
３
万
５
０
０
０
件
超
え
の
実
績

が
あ
り
、市
民
か
ら
も
大
変
好
評
を
頂
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、令
和
４
年
度
も
継
続

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

教
育
費
の
W
i-

F
i
機
能
が

搭
載
さ
れ
て
い
る
電
子
黒
板
の
購
入
費

用
に
つ
い
て
、地
元
業
者
を
活
用
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
指
名
競
争
入
札
の
た
め
、結
果

は
分
か
ら
な
い
が
、地
場
産
業
の
育
成
も

兼
ね
て
分
割
発
注
も
視
野
に
、事
業
の
実

施
を
検
討
し
て
い
く
。

厚
生
常
任
委
員
会

審
査
件
数

　
条
例
案
　
　
　
１
件

　
補
正
予
算
案
　
３
件

　
当
初
予
算
案
　
３
件

審
査
件
数

　
補
正
予
算
案
１
件

　
当
初
予
算
案
１
件

議
案
第
13
号
　
西
海
市
福
祉
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
16
号
　
令
和
３
年
度
西
海
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

原
案
可
決

議
案
第
15
号
　
令
和
３
年
度
西
海
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
11
号)

原
案
可
決

議
案
第
21
号
　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

原
案
可
決

予
算
決
算
常
任
委
員
会

主
な
審
査
内
容

　
こ
の
議
案
は
、福
祉
医
療
費
の
支
給
に

つ
い
て
、現
物
給
付
の
対
象
に
小
学
生
か

ら
高
校
生
相
当
年
齢
ま
で
の
子
ど
も
を
加

え
る
よ
う
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
、令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

西
海
市
・
時
津
町
・
長
与
町
内
の
医
療
機
関

を
受
診
し
た
際
の
医
療
費
が
現
物
給
付
の

対
象
と
な
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　

長
崎
市
や
佐
世
保
市
の
医
療
機

関
を
受
診
し
て
い
る
市
民
も
多
い
が
、両

市
が
対
象
に
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
長
崎
市
は
現
物
給
付
を
行
っ
て

い
る
が
、医
療
機
関
と
の
協
議
に
時
間
が

必
要
で
あ
り
、佐
世
保
市
は
現
物
給
付
を

行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、ま
ず
は
西
彼

杵
医
師
会
管
内
の
医
療
機
関
か
ら
現
物
給

付
を
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、今
後
、長
崎
市
、

佐
世
保
市
両
市
の
関
係
機
関
と
協
議
し
、

段
階
的
に
取
り
組
む
。
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対
象
の
病
院
等
に
健
康
保
険
証
と

一
緒
に
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
一
定
割
合
の
自
己
負
担
で
診

療
や
治
療
を
受
け
た
り
薬
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
。

【
現
物
給
付
と
は
】

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁



……………………………………………………………………………

一
般般
質質
問問

今
定
例
会
で
一
般
質
問
し
た
議
員
は
11
人
で
し
た
。

　一般質問は、「通告制」となっており、議長が定めた期間内に議
長に質問の要旨などを文書で通告します。
　質問範囲が多岐にわたることから、質問する議員も受ける執行
機関も十分な準備期間を設け、充実した政策論議を行うためです。

一
般
質
問
と
は
？

　
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
、
事
務

の
執
行
状
況
や
今
後
の
政
策
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
生
活
に
も
関
わ
る
市
の
行
財

政
全
般
に
つ
い
て
、
疑
問
点
を
質
し
た

り
、
所
信
の
表
明
を
求
め
た
り
す
る
も

の
で
す
。

　
西
海
市
で
は
一
人
60
分
（
答
弁
、
再

質
問
を
含
む
）
の

持
ち
時
間
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

1.
荒木 吉登
議員

・農業振興策について
・有害鳥獣被害の現状と対策について
・緊急時における情報共有の現状について

2.
西川 勝則
議員

・デジタル化に伴うマイナンバーカードの普及・
　活用促進について
・西海市におけるスクールソーシャルワーカー
　の活動状況ついて

3.
渡辺 督郎
議員

・重層的支援体制整備事業について
・大島大橋の風速表示について
・家庭用防災セット購入補助について
・水道管の漏水調査について

4.
平井 満洋

議員

・公用車のリース化について
・旧長崎オランダ村について
・長崎オランダ村について

5.
平野 直幸
議員

・大島地区工業団地の供用に伴い見込まれる効
　果と定住化政策について
・在宅療養診療所への支援策構築について

7.
打田　清
議員

・職員の時間外勤務と健康管理の状況について
・消防団詰所・格納庫の建設について
・上水道について

8.
田川 正毅
議員

・西海市の林業政策について
・西海市の教育基本政策について

9.
小嶋 俊樹
議員

・新庁舎建設について
・教育について

10.
戸浦 善彦
議員

・環境変化に強い持続可能な水産業について
・道路修繕に係る優先順位の判断基準について
・デュアルスクールについて

11.
渕瀬 栄子
議員

・特別支援学校（小・中学部）の設置について
・特別支援学校への通学支援について
・離島における新型コロナウイルス感染対策と
　救急搬送体制について
・犯罪被害者等支援条例について

一
般
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
る
と
当
日
の
動
画
映
像
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

順番・氏名 順番・氏名質　問　事　項 質　問　事　項

66│2022.5.6│VOL.65

6.
朝長 隆洋
議員

・市内への特別支援学校（小学部・中学部）設置
　に向けた活動状況について
・居住ニーズの高い場所への集中的な住環境の
　整備について
・カキ養殖の漁獲量激減の原因究明について
・市職員の中途退職者増加について



　
　
　
近
年
で
は
、
農
業
と
他
の
仕
事
を

組
み
合
わ
せ
て
い
く
半
農
半
Ｘ
な
ど
の
働

き
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
認
定
農
業

者
の
育
成
と
確
保
へ
の
取
組
み
と
並
行

し
、
多
様
な
農
業
へ
の
関
わ
り
に
対
す
る

支
援
対
策
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
　
人
口
減
少
が
進
む
本
市
に
お
い

て
、
半
農
半
Ｘ
が
実
践
で
き
る
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｉ
タ
ー
ン
な
ど

の
移
住
政
策
と

し
て
も
大
き
な

強
み
に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
、
関

係
部
署
と
連
携

し
、
横
断
的
に

取
り
組
む
。

問
　
　
通
学
路
に
お
い
て
、
登
下
校
時
に

イ
ノ
シ
シ
が
出
没
す
る
こ
と
が
あ
り
、
保

護
者
や
付
近
住
民
が
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
人
的
被
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
十
分

な
対
策
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
　
通
学
路
沿
い
に
隣
接
す
る
山
林

や
耕
作
放
棄
地
が
あ
る
箇
所
に
部
分
的
に

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置
す
る
な
ど

の
対
策
も
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
撃
退
事
業
も
推
進
し

て
い
く
。

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
際
の
対

処
方
法
な
ど
の
周
知
を
併
せ
て
行
う
な

ど
、
関
係
部
署
と
連
携
し
、
人
的
被
害
の

防
止
に
努
め
て
い
く
。

問
　
　
市
内
に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン

デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
離
着
陸
場
）
が
33
箇

所
あ
る
が
、
当
該
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト

以
外
の
場
所
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着

陸
に
支
障
が
な
い
と
判
断
さ
れ
、
か
つ
緊

急
搬
送
す
る
上
で
最
適
と
判
断
さ
れ
た
場

所
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
は
可
能

な
の
か
伺
う
。

市
長
　
　
公
的
機
関
が
臨
時
的
に
設
置
し

た
場
外
離
着
陸
場
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
安

全
が
確
認
さ
れ
て
い
る
場
所
に
制
限
さ
れ

て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
も
、
平
常
時
か
ら
搬
送
時

間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
候
補
地
が
な
い

か
、
関
係
機
関
と
情
報
共
有
や
検
討
を
行

い
、
効
率
的
な
搬
送
体
制
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

……………………………………………………………………………

一 般般 質質 問問
問

問市
長

市
長

市
長

問

　
　
　
普
及
に
向
け
て
の
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
　
窓
口
の
休
日
及
び
時
間
外
開
庁

に
加
え
、
企
業
及
び
行
政
区
へ
の
出
張
申

請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
令
和
４
年
１
月
末

の
交
付
率
は
41
・
96
％
で
あ
る
。
課
題
と

し
て
、
出
張
申
請
受
付
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
面
で
の
不
信
感
が
あ
る
こ
と
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
す
る
場
面
が

少
な
い
と
の
声
が

聞
か
れ
た
。
今
後

も
、
休
日
開
庁
を

行
い
な
が
ら
、
出

張
申
請
受
付
を
、

施
設
や
病
院
等
で

も
実
施
し
た
い
。

ま
た
検
診
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
会
場
や
、

広
報
紙
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
等
に
お
い
て

利
便
性
の
周
知
に

努
め
て
い
き
た

い
。

問市
長

あら き よし と

荒木 吉登
議員

QRコードで一般質問の
動画が視聴できます

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
及
び
活
用
促
進
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
活
動
状
況
つ
い
て
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にしかわ かつのり

西川 勝則
議員

【おもて面】
総務省のホームページより

【うら面】

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　
　
　
配
置
状
況
を
伺
う
。

教
育
長
　
　
県
教
育
委
員
会
の
事
業
に
よ

る
雇
用
が
平
成
21
年
度
か
ら
１
名
、
平
成

30
年
度
か
ら
は
市
で
１
名
を
配
置
し
て
お

り
、
現
在
２
名
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
学
校
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

い
、
職
務
遂
行
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
教
職
員
が
家
庭
内
の
こ
と
に

立
ち
入
っ
て
指
導
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
の
た
め
、
家
庭
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ

い
て
、
そ
の
解
決
の
道
筋
を
示
し
、
福
祉

的
な
働
き
か
け
を
行
う
専
門
職
と
し
て
の

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
存
在

は
、
家
庭
及
び
学
校
に
と
っ
て
大
変
大
き

い
。
例
え
ば
、
学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒

か
ら
相
談
を
受
け
た
担
任
や
養
護
教
諭
等

が
相
談
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
支
援
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
要
請
を
行

う
。
そ
の
後
、情
報
の
共
通
理
解
を
図
り
、

面
談
等
を
通
し
て
専
門
的
な
視
点
か
ら
、

学
校
生
活
や
家
庭
環
境
、
発
達
、
心
理
、

疾
病
状
況
等
の
情
報
収
集
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
基
に
対
応
を
決
定
し
、
問
題
に
応

じ
て
相
談
支
援
事
業
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
社
会
資
源
を
紹
介
し
て
い
る
。

【
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
】

い
じ
め
や
不
登
校
、
虐
待
、
貧
困
な
ど
、

学
校
や
日
常
生
活
に
お
け
る
問
題
に
直

面
す
る
子
ど
も
を
支
援
す
る
社
会
福
祉

の
専
門
家
。

問問 教
育
長

教
育
長



一 般般 質質 問問QRコードで一般質問の
動画が視聴できます
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鋼
管
杭
点
検
調
査
結
果
に
お
い

て
、Ｊ
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
飛
沫
帯
の
集
中
腐

食
で
破
断
寸
前
の
鋼
管
杭
が
多
数
存
在
し

て
お
り
、こ
の
ま
ま
放
置
し
た
場
合
、自
重

に
耐
え
切
れ
ず
圧
縮
変
形
を
起
こ
す
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
た
め
早
急
な
対
策
が
必
要

で
あ
る
。今
後
さ
ら
に
腐
食
が
進
行
す
る

こ
と
で
よ
り
多
く
の
開
孔
の
発
生
や
、そ

れ
に
伴
う
施
設
の
倒
壊
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、早
期
の
防
食
対
策
に
よ
っ
て
安
全
な

施
設
の
供
用
を
推
奨
し
ま
す
と
の
見
解
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、市
と
し
て
は
、人
命
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
危
険
な
状
態

に
あ
る
施
設
の
安
全
確
保
が
最
優
先
で
あ

る
と
の
判
断
の
下
、Ｊ
ブ
ロ
ッ
ク
が
長
崎

オ
ラ
ン
ダ
村
施
設
の
唯
一
の
車
両
進
入
路

で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、長
崎
オ
ラ
ン
ダ

村
株
式
会
社
と
の
話
合
い
の
い
か
ん
に
か

か
わ
ら
ず
、Ｊ
ブ
ロ
ッ
ク
の
鋼
管
杭
補
修

工
事
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

市
長

　
　
　
公
用
車
の
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
を
導
入

す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
　
昨
年
度
か
ら
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
た
が
、市
政
運
営
の
７
つ
の
柱

の
第
１
番
目
に
掲
げ
る
脱
炭
素
社
会
に
向

か
う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、

リ
ー
ス
化
に
よ
る
台
数
削
減
や
電
気
自
動

車
へ
の
転
換
に
よ
り
、温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
大
き
な
削
減
効
果
が
見
込
め
る
こ

と
や
、車
両
管
理
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、併
せ

て
職
員
の
車
両
管
理
に
係
る
業
務
削
減
、

整
備
不
良
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
な
ど
の
効
果
が
見
込
め
る
た
め
、令
和

４
年
度
か
ら
一
部
の
車
両
に
つ
い
て
売
却

し
、リ
ー
ス
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
施
設
改
修
事
業

と
し
て
、国
道
か
ら
の
進
入
路
下
部（
Ｊ
ブ

ロ
ッ
ク
）の
緊
急
改
修
工
事
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、こ
の
予
算
計
上
よ
り
前
に
、

長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
と
の
関
係
を
整
理
す
る

こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

わたなべ ろう

渡辺 督郎
議員

問  

　
社
会
福
祉
分
野
に
お
い
て
は
、介

護
、障
が
い
、子
育
て
、生
活
困
窮
等
属
性

ご
と
に
、相
談
等
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。地
域
住
民
の
複
雑
化
、複
合
化
し

た
支
援
ニ
ー
ズ
の
中
で
、社
会
福
祉
法
改

正
に
よ
り
、包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、市
町
村
に
お
い
て
属
性
を
問

わ
な
い
相
談
支
援
、参
加
支
援
及
び
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
の
３
つ
の
支
援
を

一
体
的
に
実
施
す
る
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
が
創
設
さ
れ
、令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。当
該
事
業
は
、相
談

や
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
に
関
連
す

る
事
業
に
係
る
補
助
等
に
つ
い
て
、一
体

的
に
施
行
で
き
る
よ
う
交
付
金
が
交
付
さ

れ
る
。こ
の
重
層
的
支
援
整
備
事
業
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
伺
う
。

市
長
　
　
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に

向
け
て
、国
の
補
助
事
業
と
な
っ
て
お
り

移
行
準
備
事
業
に
取
り
組
む
。令
和
４
年

度
の
事
業
内
容
は
、包
括
的
支
援
体
制
の

設
立
準
備
と
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

実
施
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。後

年
度
以
降
、段
階
的
に
参
加
支
援
事
業
、地

域
づ
く
り
事
業
に
も
取
り
組
む
。

問
　
　
水
道
事
業
で
は
、老
朽
化
に
よ
る

水
道
管
の
維
持
管
理
と
更
新
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。愛
知
県
豊
田
市
で
は
、

衛
星
が
放
射
し
た
マ
イ
ク
ロ
波
に
対
す
る

反
射
特
性
を
利
用
し
て
、衛
星
画
像
を
Ａ

Ｉ
で
解
析
す
る
こ
と
で
、調
査
範
囲
を
絞

っ
た
効
率
的
な
漏
水
調
査
を
実
施
し
、漏

水
調
査
に
係
る
期
間
及
び
費
用
を
大
幅
に

削
減
し
て
い
る
。こ
の
調
査
手
法
を
導
入

し
、効
率
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
伺
う
。

市
長
　
　
こ
の
衛
星
画
像
を
用
い
て
の
Ａ

Ｉ
に
よ
る
解
析
調
査
は
、大
変
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
が
、今
後
の
動
向
に
注

視
す
る
と
と
も
に
、他
の
調
査
方
法
の
情

報
収
集
や
県
内
の
市
町
と
意
見
交
換
に
努

め
、
本
市
に

合
う
漏
水
調

査
の
方
法
を

検
討
し
て
い

く
。

問市
長

市
長

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

に
つ
い
て

水
道
管
の
漏
水
調
査
に
つ
い
て

公
用
車
の
リ
ー
ス
化
に
つ
い
て

長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
に
つ
い
て

ひら い みつひろ

平井 満洋
議員

問問 市
長
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問

衛星画像解析による漏水検知の仕組み
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改修工事予定の長崎オランダ村のJブロック部分



　
　
　
本
市
で
念
願
の「
大
島
地
区
工
業
団

地
」の
完
成
が
目
前
と
な
っ
た
が
、造
成
は

計
画
ど
お
り
進
行
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

雇
用
者
及
び
市
内
定
住
者
数
の
見
込
み
は
。

市
長
　
　
造
成
面
積
は
14
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、令
和
４
年
度
完
成
見
込
み
で
あ
る
。

新
規
雇
用
者
は
、
当
初
計
画
ど
お
り
４
０

０
人
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
現
在
、
市

内
造
船
所
の

従
業
員
の
約

66
％
が
市
内

に
在
住
し
て

い
る
こ
と
か

ら
、
人
口
減

少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た

め
、
で
き
る

だ
け
多
く
の

方
が
市
内
に

居
住
で
き
る

よ
う
に
努
力

す
る
。

問
　
　
市
内
定
住
見
込
者
の
住
宅
確
保
の

計
画
は
。

市
長
　
　
住
宅
地
の
候
補
は
、
大
島
町
東

部
と
居
住
ニ
ー
ズ
の
多
い
西
彼
町
北
部
ま

で
の
動
線
上
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
　
企
業
の
事
業
拡
大
に
よ
る
雇
用
と

定
住
化
は
優
先
課
題
で
あ
る
。こ
れ
に
相
応

し
た
西
海
市
の「
宅
地
供
給
プ
ラ
ン
」の
策

定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
　
指
摘
の
と
お
り
、
住
宅
確
保
な

ど
の
定
住
化
政
策
は
重
要
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
庁
内
に
「
住
宅
政
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
住
宅
政
策
方

針
を
整
理
し
て
き
た
。
工
業
団
地
の
分
譲

先
企
業
の
雇
用
計
画
等
を
確
認
し
、
住
宅

や
宅
地
の
供
給
量
の
見
通
し
を
立
て
、
具

体
的
な
施
策
に
取
り
組
み
た
い
。

問
　
　
西
海
市
が
策
定
し
た「
西
海
市
医

療
プ
ラ
ン
」の
内
容
は
、市
民
に
と
っ
て
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
へ

の
課
題
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。ど
の
よ
う
に

し
て
計
画
的
に
実
現
・
定
着
さ
せ
る
か
が
肝

要
で
あ
る
。在
宅
医
療
の
充
実
・
拡
大
に
向

け
て
支
援
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

市
長
　
　
在
宅
医
療
の
充
実
は
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の
新
規
事
業

と
し
て
、
県
内
で
初
め
て
ポ
ー
タ
ブ
ル
医

療
機
器
購
入
、新
規
の
訪
問
看
護
人
件
費
、

訪
問
用
車
両
購
入
等
を
対
象
と
す
る
補
助

制
度
を
計
画
し
て
い
る
。

一 般般 質質 問問
問

問市
長

問問市
長

市
長

市
長

　
　
　
市
は
こ
れ
ま
で
、県
に
対
し
設
置
の

要
望
等
を
実
施
し
て
き
た
が
、今
後
の
流
れ

を
伺
う
。　

学
校
教
育
課
長
　
　
県
教
育
委
員
会
の
第

一
次
実
施
計
画
の
中
に
、西
海
市
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
設
置
を
検
討
す
る
と
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、実
現
に
向
け
た
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、定
住
促
進

に
向
け
た
施
策
を
集
中
的
に
講
じ
る
べ
き

と
思
う
が
、現
在
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
　
令
和
３
年
６
月
に
住
宅
政
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、施
策
展

開
の
方
向
性
を
整
理
し
た
。現
況
や
民
間

事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
か
ら
、施

策
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
は
、商
業

施
設
、保
育
施
設
、学
校
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
な
ど
が
集
積
し
、生
活
利
便
性
の
高
い

西
彼
町
北
部
や
、多
数
の
従
業
員
を
抱
え

る
大
島
造
船
所
等
の
周
辺
部
な
ど
を
候
補

エ
リ
ア
と
し
て
施
策
を
展
開
す
る
。

　
特
に
西
彼
町
北
部
地
区
に
つ
い
て
は
、積

極
的
に
投
資
を
行
う
意
向
を
持
つ
民
間
事

業
者
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、市
の

遊
休
財
産
等
の
情
報
提
供
や
民
間
賃
貸
住

宅
建
設
費
補
助
に
よ
る
支
援
な
ど
、民
間

投
資
の
促
進
に
つ
な
が
る
施
策
を
第
一
に

進
め
る
。

問
　
　
今
年
の
大
村
湾
に
お
け
る
カ
キ
養

殖
は
、生
育
不
良
等
に
よ
り
過
去
に
例
を
見

な
い
ほ
ど
漁
獲
量
が
激
減
し
て
お
り
、漁
業

者
は
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。今

後
、国
や
県
と
連
携
し
て
原
因
を
究
明
し
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
　
生
育
不
良
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

県
に
協
力
を
求
め
、各
種
調
査
を
行
っ
て
い

る
。漁
業
者
、漁
協
、研
究
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、漁
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
体
制
づ
く

り
へ
の
支
援
の
ほ
か
、養
殖
方
法
の
改
良
や

新
し
い
技
術
の
導
入
の
検
討
な
ど
、産
地

強
化
を
図
り
、可
能
な
限
り
漁
協
の
販
売

促
進
の
取
組
み
を
支
援
し
、必
要
な
対
策

を
検
討
す
る
。

問

問

学
校
教
育
課
長

問市
長

市
長

ひら の なおゆき

平野 直幸
議員

QRコードで一般質問の
動画が視聴できます

市
内
の
特
別
支
援
学
校（
小
学
部
・

中
学
部
）設
置
に
向
け
た
活
動
状
況
は

居
住
ニ
ー
ズ
の
高
い
場
所
へ
の

集
中
的
な
住
環
境
の
整
備
を
急
げ

カ
キ
養
殖
の
漁
獲
量
激
減
の

原
因
究
明
を

大
島
工
業
団
地
の
完
成
を
見
込
み

従
業
者
の
定
住
化
政
策
を
図
れ

在
宅
医
療
の
充
実
・
拡
大
の
た
め

診
療
所
へ
の
支
援
策
構
築
を
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ともなが たかひろ

朝長 隆洋
議員

……………………………………………………………………………



一 般般 質質 問問QRコードで一般質問の
動画が視聴できます

10

い
る
が
、貴
重
な
種
々
資
源
の
保
護
対
策
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、市
長
の
考
え
を
伺

う
。

市
長
　
　
県
や
森
林
組
合
と
定
期
的
な
情

報
交
換
を
行
い
、森
林
の
役
割
の
重
要
性

や
伐
採
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
広
報
の
実

施
や
西
海
市
独
自
の
伐
採
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
、再
造
林
に
係
る
経
費
支
援
を
検

討
す
る
。ま
た
、森
林
所
有
者
が
将
来
、夢

を
持
て
る
よ
う
な
儲
か
る
緑
の
産
業
を
目

指
す
。

問
　
　
ホ
ゲ
ッ
ト（
石
鍋
）遺
跡
の
歴
史
や

捕
鯨
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に
、石
鍋
製
作
や

捕
鯨
の
際
に
使
わ
れ
た
狼
煙
を
あ
げ
る
活

動
、ひ
い
て
は
西
海
市
再
生
の
狼
煙
を
あ
げ

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

教
育
長
　
　
小
中
学
校
に
お
い
て
古
く
か

ら
伝
わ
る
お
祭
り
や
伝
統
行
事
、ホ
ゲ
ッ

ト
石
鍋
製
作
遺
跡
な
ど
西
海
市
の
歴
史
を

学
ぶ
授
業
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、各
種
無

形
民
俗
文
化
財
や
伝
統
文
化
の
保
存
、継

承
の
た
め
デ
ジ
タ
ル
映
像
資
料
の
作
成
を

行
い
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、

石
鍋
製
作
や
狼
煙
を
あ
げ
る
活
動
に
つ
い

て
は
、課
題
は
あ
る
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
一
定
の
計
画
期
間
が
必
要
だ
と
思

う
が
、何
と
か
計
画
し
た
い
。

問

　
　
　
西
海
市
の
森
林
・
林
業
成
長
産
業

化
戦
略
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
　
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
森
林
の
境
界

線
確
認
を
行
い
未
整
備
森
林
の
間
伐
を
行

う
。ま
た
、未
利
用
材
を
利
活
用
す
る
た
め

に
農
業
ハ
ウ
ス
へ
の
加
温
機
の
普
及
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。燃
料
費
が
重
油

に
比
べ
６
割
以
上
削
減
さ
れ
、二
酸
化
炭

素
排
出
量
も
ハ
ウ
ス
１
棟
当
た
り
、３
か

月
で
約
８
ト
ン
削
減
さ
れ
る
と
試
算
し
て

い
る
。

　
　
　
市
内
の
一
部
森
林
に
お
い
て
、民
間

事
業
者
に
よ
る
大
規
模
伐
採
が
行
わ
れ
て

うち だ きよし

打田 　清
議員

　
　
　
令
和
２
年
度
の
主
な
時
間
外
勤
務

の
発
生
要
因
と
、時
間
外
勤
務
を
抑
制
す
る

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
　
７
月
の
豪
雨
や
９
月
の
台
風
災

害
等
に
お
け
る
災
害
警
戒
及
び
復
旧
等
業

務
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク

チ
ン
接
種
等
の
対
策
業
務
等
の
対
応
が
約

１
万
３
０
０
０
時
間
、確
定
申
告
や
決
算

等
、時
期
的
に
多
忙
と
な
る
業
務
、介
護
認

定
審
査
会
等
の
会
議
や
緊
急
・
早
急
に
対

応
す
べ
き
業
務
等
で
約
１
万
７
０
０
０
時

間
と
な
っ
て
い
る
。時
間
外
勤
務
の
抑
制

に
つ
い
て
は
、課
長
職
を
対
象
と
し
た
勤

怠
管
理
説
明
会
に
お
い
て
周
知
徹
底
し
、

年
間
を
通
じ
て
適
正
な
業
務
配
分
と
管
理

に
つ
い
て
申
し
伝
え
て
い
る
。ま
た
、平
成

30
年
度
に
職
員
の
時
差
勤
務
に
関
す
る
規

定
を
制
定
し
、一
定
の
条
件
と
範
囲
に
お

い
て
時
差
勤
務
を
行
う
こ
と
で
、時
間
外

勤
務
の
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
健
康
診
断
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　
毎
年
、年
３
回
の
機
会
を
設
け

職
場
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
る
。令
和

２
年
度
の
受
診
率
は
、95
・
６
％
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り（
Ｒ
Ｃ
工

法
）の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

市
長
　
　
メ
リ
ッ
ト
は
耐
火
性
・
耐
震
性
・

耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。デ

メ
リ
ッ
ト
は
建
築
費
用
が
高
く
、土
地
の

地
盤
に
よ
っ
て
は
地
盤
補
強
工
事
が
必
要

と
な
る
こ
と
、ま
た
、次
の
建
替
え
の
際
に

解
体
費
用
が
高
く
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
地
元
産
の
ヒ
ノ
キ
等
を
使
っ
た
木

造
工
法
に
よ
る
地
元
業
者
育
成
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

市
長
　
　
近
年
の
大
型
で
強
力
な
台
風
等

を
想
定
す
る
と
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
が
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
水
道
水
の
含
有
物
に
よ
り
家
庭
用

温
水
器
等
が
故
障
す
る
と
聞
き
及
ん
で
い

る
が
、何
ら
か
の
対
応
策
が
検
討
で
き
な
い

か
伺
う
。

市
長
　
　
水
質
の
硬
度
が
高
め
の
数
値
を

示
す
地
区
で
故
障
事
案
が
あ
る
と
聞
き
及

ん
で
い
る
。水
質
調
査
を
実
施
し
て
範
囲

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、他
の
水
源
と
ブ

レ
ン
ド
す
る
な
ど
し
て
硬
度
を
下
げ
る
方

法
が
な
い
か
検
討
し
た
い
。

問

問問

市
長

問市
長

市
長

市
長

市
長

職
員
の
時
間
外
勤
務
と

健
康
管
理
の
状
況
に
つ
い
て

消
防
団
詰
所
等
の
建
設
に
つ
い
て

上
水
道
に
つ
い
て

西
海
市
の
森
を
守
ろ
う
！

伝
統
文
化
・
歴
史
の
体
験
学
習
を

た がわ まさ き

田川 正毅
議員

問市
長

市
長

市
長

問
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教
育
長

狼煙



　
　
　
Ｄ
Ⅹ
の
推
進
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
叫
ば

れ
て
る
中
、こ
れ
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
新
庁
舎
建
設
の
時
期
は
い
つ
到
来
す
る

と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
　
今
ま
で
の
庁
舎
の
在
り
方
の
既

成
概
念
が
根
本
的
に
変
化
し
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
建
設
機
運
の
状
況
等
を

見
極
め
た
上
で
、
時
期
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
な
お
、
整
備
に
は
多
額
の
一
般
財
源

が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後
、
庁
舎
整
備

基
金
の
創
設
を
検
討
す
る
。

問
　
　
老
朽
化
し
た
各
施
設
や
災
害
に
脆

弱
な
状
況
を
い
つ
ま
で
放
置
す
る
の
か
伺

う
。

市
長
　
　
庁
舎
建
設
等
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
調
査
報
告
書
の
中
で
指
摘
さ
れ

た
問
題
は
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
防
災

拠
点
施
設
の
整
備
を
検
討
す
る
た
め
に
必

要
な
防
災
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
策
定
事

業
に
着
手
し
て
お
り
、
被
災
し
た
場
合
で

も
災
害
対
応
が
可
能
な
施
設
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
る
。

問
　
　
本
市
へ
の
民
間
投
資
を
喚
起
す
る

ま
ち
づ
く
り
、例
え
ば
高
い
利
便
性
を
有

す
る
地
域
が
出
現
す
る
こ
と
で
、市
外
の

若
い
世
代
や
事
業
者
の
選
択
肢
と
な
り
得

る
ま
ち
づ
く
り
は
、新
庁
舎
建
設
を
基
点

と
す
る
ほ
か
に
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

市
長
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
拠
点
と

な
る
庁
舎
は
、
私
も
同
様
の
考
え
方
で
あ

る
。
一
方
、
建
設
に
は
市
民
の
意
向
が
重

要
で
あ
る
。
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
た
上
で
検
討
す
る
。

問
　
　
本
市
に
お
け
る
学
ぶ
た
め
の
実
践

教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、そ
の
成
果

は
ど
う
表
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長
　
地
域
の
産
業
や
伝
統
行
事
に
か

か
わ
り
、
主
体
的
に
実
感
し
、
地
域
の
抱

え
る
課
題
に
目
を
向
け
、
ど
の
よ
う
に
生

き
て
い
く
べ
き
な
の
か
考
え
る
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
　
　
西
海
学
を
始
め
郷
土
の
歴
史
を
学

ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
の
成
果
を
伺
う
。

教
育
長
　
学
習
の
取
組
み
の
成
果
は
、
一

過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
数
年
に
渡
っ
て

続
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
情
を
育
む
と
と
も
に
、
学
び
の
意

欲
を
高
め
て
い
る
。

一 般般 質質 問問
問

問問 市
長

市
長

問問 市
長

問  

　
環
境
変
化
に
強
い
持
続
可
能
な
水

産
業
を
目
指
す
上
で
、近
年
、漁
獲
量
が
減

少
傾
向
に
あ
る
。そ
の
中
で
、大
村
湾
の
環

境
改
善
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。極
め

て
閉
鎖
性
が
高
い
大
村
湾
は
水
質
が
悪
化

し
や
す
く
、ま
た
、世
界
的
な
異
常
気
象
に

伴
う
海
水
温
の
上
昇
や
降
水
量
の
増
加
に

伴
う
塩
分
濃
度
低
下
な
ど
も
あ
り
、漁
獲

量
は
低
迷
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
長
崎
県
は
、第
４
期
大
村
湾
環
境
保
全
・

活
性
化
行
動
計
画
の
中
で
、自
律
的
な
再

生
能
力
が
あ
り
、持
続
的
な
活
用
が
で
き

る
里
海
と
い
う
２
つ
の
方
向
性
に
沿
っ
た

事
業
を
展
開
し
、宝
の
海
大
村
湾
の
実
現

に
向
け
行
動
す
る
と
し
て
い
る
が
、当
該

計
画
を
踏
ま
え
、大
村
湾
の
流
域
自
治
体

の
一
つ
の
ま
ち
と
し
て
、 

漁
獲
量
の
回
復

の
た
め
に
も
、大
村
湾
の
環
境
保
全
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
伺
う
。

市
長
　
　
今
シ
ー
ズ
ン
の
養
殖
カ
キ
の
生

育
不
良
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、海
域
環
境

の
変
化
へ
の
対
応
の
た
め
、地
元
漁
業
者
や

各
種
研
究
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、ス
マ
ー
ト
技
術
を
駆
使
し
た
海
域
デ

ー
タ
の
採
取
な
ど
、漁
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体

制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
と
も
、大
村
湾
の
環
境
保
全
に
つ
い

て
は
、下
水
道
整
備
、海
岸
一
斉
清
掃
、海

底
耕
う
ん
事
業
な
ど
の
取
組
み
を
県
や
流

域
自
治
体
と
と
も
に
総
合
的
に
推
し
進
め

な
が
ら
、宝
の
海
を
守
り
続
け
る
と
と
も

に
、関
係
者
皆
様
と
手
を
携
え
て
、 

持
続

可
能
な
水
産
業
の
確
立
に
努
め
る
。

問市
長

こ じま とし き

小嶋 俊樹
議員

QRコードで一般質問の
動画が視聴できます

環
境
変
化
に
強
い
持
続
可
能
な

水
産
業
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て
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と うら よしひこ

戸浦 善彦
議員

教
育
長

教
育
長

……………………………………………………………………………

ブルー
カーボン

B L U E  C A R B O N

国土交通省港湾局

CO2の新たな吸収源

　国土交通省は、港湾の中長期政策（PORT 2030）や脱炭素化に配慮し、水素等の次世代エネルギーの
活用を目指し、「カーボンニュートラルポート（CNP）」の形成に取り組むため、検討を進めています。
　これまで、国や港湾管理者が進める港湾整備の中で、浚渫土砂などを活用した深掘跡の埋め戻しや覆
砂、干潟・浅場・藻場の造成などに取り組んできましたが、これからは官民が連携して、効率的にブルー
カーボンを拡大させる取り組みを推進していきます。
　今後の大きな課題は、ブルーカーボン拡大のために整備される「干潟や藻場などの維持管理」です。国
や港湾管理者だけでなく、港湾協力団体、自然再生に取り組む地元のNPOや市民団体、教育機関、漁業
関係者、企業など、多様な主体と連携し協働するための枠組づくりが求められています。
　国土交通省では、これらの課題に的確に対応するため、引き続きブルーカーボンに関する取り組みを推
進、支援していきます。

藻場の造成の例（関西国際空港）
関西国際空港の空港島では、護岸部に石積み傾斜護
岸の構造を採用することにより、藻場の育成や生物多
様性の実現を図っています。

干潟の造成の例（周南市大島干潟）
航路や泊地を浚渫した土砂を利用して、
干潟を造成。干潟にはアマモ場が形成さ
れ、イカ類の産卵場や、クロダイやカレイ
の稚仔魚の生育場となっています。
また、地元の漁業者と協働するNPOによ
り、環境学習会やシンポジウムなどが定
期的に開催されています。

CO2の新たな吸収源 
2021年3月発行　　国土交通省港湾局

すぐそこの未来へ、
港湾のカーボンニュートラル

B L U E
C A R B O N

すぐそこの未来へ、
港湾のカーボンニュートラル

ブルーカーボン



一 般般 質質 問問QRコードで一般質問の
動画が視聴できます

12

ふち せ えい こ

渕瀬 栄子
議員

問  

　
現
在
、本
市
に
は
特
別
支
援
学
校

（
小
・
中
学
部
）が
市
内
に
な
い
た
め
、市
内

の
対
象
児
童
や
生
徒
は
、川
棚
特
別
支
援

学
校
な
ど
市
外
に
通
学
し
て
お
り
、そ
の

通
学
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。雲
仙
市
で

は
、地
域
生
活
支
援
給
付
事
業
と
し
て
島

原
特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学
支
援
バ
ス
を

運
行
し
て
お
り
、本
市
で
も
通
学
支
援
の

拡
充
が
で
き
な
い
か
。

市
長
　
　
本
市
で
は
、県
の
制
度
で
カ
バ

ー
で
き
な
い
分
を
国
の
制
度
を
活
用
し
た

支
援
で
補
っ
て
い
る
。付
添
者
が
疾
病
等

の
理
由
に
よ
り
一
時
的
に
送
迎
が
で
き
な

い
場
合
で
、通
学
に
ほ
か
の
手
段
が
な
く
、

単
独
で
の
通
学
が
困
難
な
場
合
、あ
る
い

は
一
人
で
通
学
す
る
た
め
の
訓
練
と
し
て

一
時
的
に
利
用
す
る
場
合
に
、ヘ
ル
パ
ー

が
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
付
添
う
制
度
で
あ

る
。今
後
も
県
と
連
携
を
取
り
通
学
環
境

の
向
上
に
努
め
た
い
。

　
　
　
今
後
、市
内
に
特
別
支
援
学
校

（
小
・
中
学
部
）が
設
置
さ
れ
て
も
、利
用
者

数
の
規
模
か
ら
１
箇
所
に
と
ど
ま
る
も
の

と
想
定
さ
れ
、本
市
の
広
大
な
市
域
を
考

え
る
と
、同
様
に
内
容
を
拡
充
し
た
上
で

通
学
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
　
各
町
か
ら
通
学
者
が
い
る
場
合

を
想
定
し
、ど
の

よ
う
な
交
通
手
段

へ
の
支
援
が
通
学

者
に
と
っ
て
最
良

な
の
か
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問
　
　
離
島
で
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
、心
配
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。そ
こ
で
、市
内
の
離
島
で
感
染

者
が
発
生
し
た
場
合
の
救
急
搬
送
体
制
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
　
西
彼
保
健
所
か
ら
の
要
請
を
受

け
て
か
ら
の
対
応
に
な
る
が
、江
島
地
区
・

平
島
地
区
で
は
、感
染
者
を
市
の
公
用
車

で
港
ま
で
搬
送
し
、多
目
的
船「
は
や
て
」

で
崎
戸
港
ま
た
は
瀬
戸
港
ま
で
搬
送
し
、

港
か
ら
は
保
健
所
の
公
用
車
に
て
指
定
医

療
機
関
や
宿
泊
療
養
所
へ
搬
送
す
る
。松

島
地
区
は
、保
健
所
の
公
用
車
が
直
接
松

島
ま
で
渡
り
、搬
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

問問

問

市
長

市
長

市
長

特
別
支
援
学
校
へ
の

通
学
支
援
に
つ
い
て

離
島
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の

救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て
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本
市
議
会
は
、今
般
の
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
行
為

を
断
じ
て
許
さ
な
い
。こ
こ
に
最
も

強
い
言
葉
と
意
思
を
も
っ
て
厳
重

に
抗
議
す
る
。

　
ロ
シ
ア
の
行
為
は
、先
の
大
戦
を

始
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
人
類
が
重

ね
て
来
た
重
大
な
過
ち
と
こ
れ
に

伴
う
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
悲
哀
、犠

牲
と
の
上
に
よ
う
や
く
築
き
上
げ

ら
れ
た
国
際
秩
序
、す
な
わ
ち
国
際

法
や
国
連
憲
章
に
基
づ
く
秩
序
を

破
壊
す
る
蛮
行
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、平
和
と
安
全
な
暮
ら
し

の
維
持
を
第
一
の
旨
と
す
る
人
類

の
普
遍
的
価
値
を
破
壊
す
る
行
為

で
あ
り
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
欧
州
な
ど

当
事
者
と
呼
ぶ
べ
き
国
や
地
域
に

限
ら
ず
、世
界
中
の
国
々
が
、そ
し

て
ロ
シ
ア
の
善
良
な
市
民
を
含
む

全
て
の
人
類
が
、決
し
て
許
し
て
は

な
ら
な
い
行
為
で
あ
る
。

　
ま
た
、プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
際
し

て
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る
演

説
を
行
っ
た
ほ
か
、原
子
力
発
電
所

に
対
す
る
攻
撃
を
敢
行
す

る
な
ど
、常
軌
を
逸
し
た
犯

罪
的
行
為
を
続
け
て
い
る
。

　
私
達
が
、ロ
シ
ア
軍
に
対

し
、ま
ず
は
即
時
か
つ
無
条

件
で
の
撤
退
を
強
く
求
め

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、何

よ
り
も
ロ
シ
ア
の
度
重
な
る
蛮
行

を
踏
ま
え
た
国
際
社
会
が
、今
回
の

侵
略
行
為
を
一
主
権
国
家
に
対
す

る
武
力
行
使
と
捉
え
る
こ
と
な
く
、

人
類
の
存
亡
を
か
け
た
危
機
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
、ロ
シ
ア
へ
の

最
大
限
の
圧
力
と
厳
し
い
制
裁
を

も
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を

や
め
さ
せ
、戦
火
収
束
の
の
ち
は
、

速
や
か
に
同
国
の
復
興
を
助
け
る

た
め
の
行
動
に
一
致
し
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
国
政
府
に
お
か
れ
て
は
、ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
に
在
留
す
る

邦
人
の
安
全
確
保
に
全
力
を
尽
く

し
た
上
で
、国
際
社
会
と
緊
密
に
連

携
し
、ロ
シ
ア
へ
の
厳
し
い
対
応
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
寛
大
な
支
援
に

つ
い
て
、こ
れ
を
迅
速
か
つ
的
確
に

進
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
以
上
、決
議
す
る
。

　
　
令
和
４
年
３
月
10
日

長
崎
県
西
海
市
議
会

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
対
し
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
の
一
致
し
た
行
動

を
強
く
求
め
る
決
議



調
査
事
件

　
⑴
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
県

道
扇
山
公
園
線
及
び
大
瀬
戸
町
下
山

地
区
か
ら
奥
浦
地
区
の
区
間
で
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
る
森
林
基
幹
道
西

彼
杵
半
島
線
の
復
旧
に
向
け
た
市
の

取
組
み
に
つ
い
て

　
⑵
県
道
扇
山
公
園
線
の
通
行
止
め
に

伴
う
迂
回
路
と
な
っ
て
い
る
市
道
奥

浦
幸
物
線
及
び
新
た
に
迂
回
路
と
し

て
整
備
さ
れ
る
予
定
の
市
道
白
樫
奥

浦
線
の
現
況
に
つ
い
て

調
査
日

　
　
令
和
３
年
12
月
23
日（
木
）

経
過

　
　
令
和
３
年
８
月
の
大
雨
に
よ
る
被

災
で
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
森

林
基
幹
道
西
彼
杵
半
島
線
、県
道
扇
山

公
園
線
の
被
災
現
場
及
び
当
該
県
道

の
迂
回
路
と
な
っ
て
い
る
市
道
奥
浦

幸
物
線
、市
道
白
樫
奥
浦
線
の
整
備
状

況
を
視
察
し
、現
況
を
確
認
し
た
。

調
査
結
果

　
　
森
林
基
幹
道
西
彼
杵
半
島
線
は
、ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
路
面
及
び
法
面
の

大
規
模
な
崩
壊
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁

の
倒
壊
、山
側
の
亀
裂
の
発
生
な
ど
８

箇
所
が
被
災
し
て
い
た
。５
号
箇
所
で

は
復
旧
の
た
め
、国
補
助
な
ど
を
含
め

た
工
事
費
は
約
７
０
０
０
万
円
で
、工

期
は
令
和
４
年
８
月
中
旬
ま
で
の
６

か
月
間
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
県
道
扇
山
公
園
線
は
、地
す
べ
り
が

滑
動
し
て
発
生
し
て
お
り
、令
和
４
年

８
月
中
旬
ま
で
に
片
側
通
行
が
可
能

と
な
る
よ
う
応
急
対
策
工
事
に
着
手

し
、完
全
復
旧
は
令
和
６
年
度
末
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
　
市
道
奥
浦
幸
物
線
は
、県
道
扇
山
公

園
線
の
全
面
通
行
止
め
に
伴
う
迂
回

路
と
し
て
、県
に
よ
る
側
溝
へ
の
グ
レ

ー
チ
ン
グ
設
置
、離
合
箇
所
の
整
備
、

路
肩
へ
の
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
設
置
、法
面

整
形
及
び
一
部
拡
幅
な
ど
の
措
置
が

取
ら
れ
、以
前
よ
り
格
段
に
通
行
し
や

す
く
な
っ
て
い
た
。

　
　
市
道
白
樫
奥
浦
線
は
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
及
び
砕
石
舗
装
が
施
さ
れ
て

お
り
、車
両
で
の
通
行
も
問
題
は
な
く
、

県
道
扇
山
公
園
線
の
迂
回
路
と
し
て

の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
も
の
と

確
認
し
た
。

森林基幹道西彼杵半島線被災箇所（５号箇所）

産業建設常任委員会調査報告
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● 議会中継をインターネットにより動画配信しています。

● 議会会議録をインターネットで公表しています。

● 西海市議会の本会議を傍聴できます。

西海市議会ではインターネットによる本会議の動画配信（ライブ及び録画）を行っています。
市のホームページから、または、https://saikai-city.stream.jfit.co.jp/へアクセスしていただく
と、一般質問などの映像をご覧いただけます。
ライブ配信は議会開催中に、録画配信は会議終了後２～３週間程度でご覧いただけます。

西海市議会の本会議は公開されており、どなたでも自由に傍聴できます。
１：場所／本会議場（西海市役所本庁舎３階）
２：人数／60人まで（新型コロナ感染症拡大防止のため、傍聴人を制限する場合があります。）
３：受付場所／本会議場前傍聴受付
　・受付の際、所定の用紙に住所、氏名等を記載していただきます。
　・会議開始前から受付を開始し、会議中も随時受け付けます。

西海市議会ではインターネットで本会議の会議録を公表しています。
市のホームページから、または、http://ssp.kaigiroku.net/tenant/saikai/SpTop.htmlへアクセ
スしていただくと、平成１７年以降に開催された定例市議会・臨時市議会の会議録を、キーワード、
発言者、会議日程などにより検索して、閲覧することができます。

西海市議会に関する各種情報を公開しています。

市議会からのお知らせ
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第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
17
日
の
１
日
間
で

開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
議
案
４
件
（
報
告
２
件

を
含
む
）
が
提
出
さ
れ
、
報
告
２
件
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
と
お
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
は
、
西
海
市
の
法
定
外
公
共
物

で
あ
る
里
道
の
敷
地
内
に
無
断
で
工
作
物
を
設

置
し
、
同
敷
地
内
の
一
部
を
不
法
に
占
有
す
る

者
に
対
し
、
工
作
物
の
収
去
等
を
請
求
す
る
訴

え
を
提
起
す
る
も
の
で
、
当
該
議
案
に
つ
い
て

は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員

会
審
査
を
経
て
、
本
会
議
に
お
い
て
、
同
委
員

長
か
ら
、
「
市
の
訴
え
の
理
由
は
正
当
な
も
の

で
あ
り
、
当
該
訴
え
の
提
起
は
や
む
を
得
な

い
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
原
案
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

議
案
第
２
号
は
、
「
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
施
設

改
修
事
業
」
や
「
ふ
る
さ
と
西
海
応
援
寄
附
金

事
業
」
な
ど
を
内
容
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）
で
、
当
該
議
案
に
つ
い
て
は
予

算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審

査
を
経
て
、
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

臨
時
会
の
概
要

令
和
４
年

第
１
回
市
議
会
臨
時
会

■
会
期
　
令
和
４
年
１
月
17
日
（
１
日
間
）

議案番号 件 　 名 議決の結果付託委員会等

環境政策課公用車の事故に係る損害賠償の額を
定め、和解することについての専決処分の報告
について

報告第１号

報告第２号

本会議 報告済み

議案第１号

議案第２号

本会議 承認

産業建設

予算決算

原案可決

原案可決

令和３年度西海市一般会計補正予算（第７号）の
専決処分の承認について

工作物収去等請求事件に関する訴えの提起に
ついて

令和３年度西海市一般会計補正予算（第８号）

令和４年第１回臨時会で審議した案件及び結果
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　西
海
市
立
西
彼
中
学
校

三
年

　山
口

　凛
佳

私
達
の
住
む
西
海
市
に
は
、
自
慢

で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
西
海
市
と
佐
世
保
市
を
結

ぶ
西
海
橋
等
の
建
造
物
や
西
海
大
鍋

祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
八
朔
祭
り

な
ど
の
伝
統
的
な
祭
り
が
あ
り
、
と

て
も
賑
や
か
で
す
。

し
か
し
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
始
め
、

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
が
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
西

海
市
を
訪
れ
る
観
光
客
も
減
っ
て
い

き
、
飲
食
店
や
観
光
業
は
大
打
撃
を

受
け
ま
し
た
。
一
時
は
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
、
学
校
も
休
校
に
な
り
、

飲
食
店
も
一
部
が
休
業
す
る
な
ど
、

人
々
の
交
流
が
減
り
、
町
の
活
気
が

ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
西
海

市
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
西
海
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
動
画

が
ア
ッ
プ
さ
れ
、
あ
る
動
画
は
三
週

間
で
三
万
四
千
回
視
聴
さ
れ
、
別
の

動
画
は
一
か
月
で
四
万
回
近
く
視
聴

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ほ
か
の
動

画
は
ま
だ
ま
だ
の
よ
う
で
す
。
そ
れ

で
、
提
案
で
す
が
、
西
海
市
民
が
西

海
市
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
登
録
し
、
そ
れ
を
県
外
の
知
り

合
い
や
友
人
に
発
信
す
る
よ
う
な
取

組
を
行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
が
好
き

で
、
地
域
の
伝
統
行
事
に
踊
り
子
と

し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

二
年
間
連
続
で
中
止
に
な
り
、
と
て

も
寂
し
か
っ
た
で
す
。
私
み
た
い
に

寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
は
た
く

さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

逆
に
考
え
る
と
そ
れ
だ
け
西
海
市
が

愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
祭
り

な
ど
が
無
く
な
っ
て
も
町
を
愛
す
る

気
持
ち
を
変
わ
ら
ず
持
ち
続
け
ら
れ

る
の
は
、
西
海
市
の
自
慢
の
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
は
大
切
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
達

に
は
「
地
元
愛
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
催
し
物
が
中
止
に
な
り
、

交
流
が
減
っ
て
も
私
達
の
「
地
元
愛
」

は
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。「

地
元
愛
の
強
い
町
」
と
い
う
こ

と
を
売
り
に
し
て
、
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
け
ば
、
西
海
市
を
活
性
化

で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

私
は
将
来
、
西
海
市
へ
の
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
に
、
今
で
き
る
こ
と

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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読者議会で議論となった案件が
可決された後、どのように市
政で活かされているのか点検
も必要と思う。

（大島町　70代男性）

表紙が明るく、読みたくなり
ます。西海市のことがわかるよ
うな気がします。自然豊かで災
害が少なく、美味しいものが多
い西海市は素敵過ぎます。

（西彼町　50代女性）

幸物地区の災害復旧を早急
にお願いしたいと思っていま
す。先日知り合いの方が幸物に
おり、通夜に行けず、家まで行
こうとして、初めて、通行止め
になっていることがわかり、び
っくりしました。大変不便され
ているご様子だったので。

（西彼町　50代女性）

読みやすく、内容がよくわか
り、良いだよりだと思います。
問題の場所の写真が掲載され
ていて理解しやすい。

（大島町　60代女性）

西彼杵高校の存続と活性化
への期待大です！よろしくお
願いします。カーボンニュート
ラル政策にも大いに力を尽く
してください。

（大瀬戸町　60代女性）

人口減少対策とありますが、
大きな商業施設なども作って
ほしいです。 高速通信網の整
備とありますが、西海町などは
auやソフトバンクなど電波が
入りません。どうにかしてほし
いです。

（西彼町　30代女性）

議会の進捗がよく分かりま
した。電子図書館のサービスが
始まることを今号で知り、早速
利用したいと思いました。

（西海町　30代男性）

自分たちの住んでいる西海
市についてどういう質疑応答
をしているのか、毎回楽しみに
拝見しております。市議会議員
の方々、そして市長のご意見と
方法の意見をみながら色々と
考えさせられます。

（大島町　30代男性）

毎回興味深く拝見しており
ます。議員の皆さんには、今後
ますます西海市が豊かで安心
して暮らしていける社会を市
長と共に目指して下さい。

（大島町　60代男性）

いつも楽しく読まさせてい
ただいております。西海市の発
展を切に願います。

（大島町　80代女性）

全面通行止めの箇所がある
事を初めて知りました。

（西海町　40代女性）

市民の声の藤本さん。地元の力にな
りたいとの考えに感動しました。夢に
向かって頑張ってほしいと思います。
私にも子どもが２人いますが、県外で
働いています。これからの子どもたち
が地元に残って働けるような、魅力あ
る職場が増えたらいいなと思います。

（西海町　60代女性）

今回の議会だよりでは、2ペ
ージからの特集で議会のしく
みについて詳しく知ることが
出来てとても勉強になりまし
た。

（西彼町　30代女性）

令和４年２月　No.64



郵送される

場合は63円

切手を貼って

下さい。

郵　便　は　が　き

長崎県西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷2222番地

西海市役所　議会事務局
「議会広報広聴委員会」行

（議会だより第65号）

8 5 7 2 3 9 2

裏表紙に
西海市議会クイズが
あるよ！議会だよりを
よく読んで解答してね！
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議会広報広聴委員会編集風景

議会だより発行
までに委員会を

４回開催しています。

わかりやすい
紙面を心掛けて
います。



編集後記
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議会広報広聴委員会

この「西海市議会だより」は環
境に配慮し再生紙と、揮発性
有機化学物（VOC）の発生を
低減できる植物油インキを使
用しています。

発行責任者◎西海市議会議長
編集◎議会広報広聴委員会

〒857-2392  長崎県西海市大瀬戸町瀬樫浦郷2222
TEL.0959-37-0075

令和4年
5月6日発行

「「
普
通
」っ
て
な
ん
だ
」

「
彼
氏
は
イ
ケ
メ
ン
？
」「
フ
ツ
ー
」、「
ご
飯
は
大
盛
？
」「
い
や
普
通
」、「
こ
の
カ

レ
ー
の
味
ど
う
？
」「
普
通
に
お
い
し
い
」と
何
気
な
く
、便
利
に
使
っ
て
い
る
。

　
普
通
預
金
、普
通
車
、普
通
高
校
等
、普
通
の
つ
く
言
葉
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

し
か
し
、こ
れ
と
い
っ
た
確
固
た
る
意
味
も
な
い
。使
う
人
の
感
覚
で
意
味
は

ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
。

　「
結
婚
式
の
祝
儀
は
、普
通
〇
万
円
だ
ろ
」、「
風
呂
に
は
、毎
日
入
る
の
が
普

通
だ
ろ
」、「
普
通
食
事
は
一
日
三
食
だ
ろ
」と
言
っ
た
り
す
る
。　
　

　
こ
う
い
う
使
い
方
を
す
る
と
き
は
、必
ず
主
語
に「
自
分
は
」を
入
れ
て
、話

を
し
よ
う
と
思
う
。相
手
に
は
相
手
が
思
う
普
通
が
あ
る
と
思
う
の
で
。

　
こ
の
言
葉
は
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、強
要
と
な
り
、人
間
関
係
を
悪
く
し
そ

う
な
気
が
す
る
。普
通
と
い
う
概
念
が
あ
る
限
り
、い
じ
め
も
減
ら
な
い
の
で

は
と
、ふ
と
思
っ
た
り
す
る
。

　
今
月
号
の
議
会
だ
よ
り
が
、普
通
の
出
来
栄
え
か
、読
者
の
皆
様
に
判
断
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
百
岳
一
彦 

委
員
）

⑴
市
政
一
般
質
問
を
行
っ
た

　
議
員
は
何
人
？

①
10
人

②
12
人

③
11
人

⑵
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
件
数

は
？

①
15
件

②
４
件

③
７
件

⑶
令
和
４
年
第
１
回
市
議
会
定

　
例
会
の
会
期
は
何
日
？

①
23
日

②
22
日

③
19
日

⑷
令
和
３
年
度
西
海
市
一
般
会

　
計
補
正
予
算（
第
11
号
）の
議

　
案
番
号
は
？

①
議
案
第
13
号

②
議
案
第
21
号

③
議
案
第
15
号

　
は
が
き
、
F
A
X
、
メ
ー

ル
、
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
て
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
ク
イ
ズ
の

答
え
を
明
記
し
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※

は
が
き
は
、お
近
く
の
総
合

支
所
又
は
市
役
所
本
庁
議
会

事
務
局
へ
提
出
い
た
だ
け
ま
す
。

〒
8
5
7-

2
3
9
2

長
崎
県
西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬

戸
樫
浦
郷
2
2
2
2
番
地

〈
F
A
X
〉

0
9
5
9-

3
7-

0
2
2
6
ま
で

〈
メ
ー
ル
〉

gikai@
city.saikai.lg.jp

〈
入
力
フ
ォ
ー
ム
〉ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
で
Q
R
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
入
力
フ
ォ
ー
ム

が
開
き
、応
募
が
で
き
ま
す
。

　　令
和
４
年
６
月
10
日（
金
）

消
印
有
効（
10
日
支
所
提
出

分
ま
で
有
効
）

　
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
3
名
の
方
に
、Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を

プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。な

お
、当
選
者
の
発
表
は
、発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

※

落
選
通
知
は
送
付
し
ま
せ

　
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
】

　
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た

個
人
情
報
は
、商
品
発
送
な

ど
の
目
的
以
外
に
は
利
用
い

た
し
ま
せ
ん
。

第21回西海市議会クイズ回答

住所 市 町 郷 番地

郵便番号 〒  　　 

氏名

ふりがな

議会だよりについての感想またはご意見

年齢 歳

　今後いただいた感想、ご意見は匿名で掲載させていただく場合があります。

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

応募総数19名（正解者15名）

応
募
方
法

応
募
先

締

　切

特

　典

西
海

市
議
会
ク
イ
ズ

第
21
回

第20回
西海市議会
クイズ解答
（1）③
（2）②

（3）①
（4）③　　　
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